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中期経営計画の改定についてのお知らせ 

 

当社グループは、平成 23 年３月に、平成 27（2015）年７月期を最終年度とする中期経営

計画“SOGO New Success Plan 2015”を策定し、これに沿って事業を展開して参りました。

その後、平成 24 年９月に計画の一部改定を行いましたが、前期業績や当社グループを取り

巻く経営環境の変化等を考慮し、今般再度改定を行いましたので、下記の通りお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．改定の背景 

当社グループを取り巻く経営環境が大きく変化していることや、前期の業績結果から中

期経営目標の見直しが必要になったこと、また、当社グループにおける事業の捉え方を見

直したこと等により、計画の一部を再度改定致しました。 

 

２．改定のポイント 

（１）対象期間 

従来の計画と同様、平成 27（2015）年７月期を最終年度としております。従って、

今回改定した計画は、当期及び来期の２期が対象となります。 

（２）経営目標 

前期業績や当社グループにおける事業の捉え方の見直し等を踏まえ、一部改定を行

っております。 

（３）計数目標 

前期実績を踏まえ、平成 27 年７月期に達成すべき計数目標の改定を行っております。 

（４）中期経営戦略 

改めて設定した計数目標の実現と長期経営ビジョンを実現するため、戦略の見直し

を行っております。 

 

改定された中期経営計画の具体的内容につきましては、添付の別紙をご参照ください。 

 

以上 
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中期経営計画“SOGO New Success Plan 2015” 

（2013 年改定版） 
 

１．中期経営テーマ 

長期ビジョン（「綜合医療サービス支援企業」への発展）の実現を確実なものとす

るため、コアとなる既存事業の優位性・収益力を磐石なものにするとともに新規事

業の立ち上げにも注力し、次のステージへの発展に向けて堅固な人的・組織的基盤

を構築する。 

 

２．対象期間 

平成 26 年７月期～平成 27 年７月期までの２期 

（平成 25 年８月１日～平成 27 年７月 31 日の２年間） 

 

３．中期経営目標 

平成 27 年(2015)年７月期までに実現すべき６つの経営目標を設定しております。 

（※印 今回改定したもの） 

 

① 連結売上高 100 億円の早期実現のための体制強化（※） 

② ＳＭＯ業界におけるリーディングカンパニーとして業界の発展を先導 

③ グループ内企業の緊密な連携による臨床研究支援事業の収益源化（新たなビ

ジネスモデルの構築）（※） 

④ 既存事業との関連性やシナジーを重視した新規事業の立ち上げ（Ｍ＆Ａ含む）     

⑤ 優秀な人材の確保、女性が活躍する組織としての発展 

⑥ ＩＴを活用した事業の革新、新規事業の創出 

 

４．計数目標 

 ≪平成 25 年７月期≫

実 績 

 ≪平成 27 年７月期≫ 

計 画 従来計画 

連結売上高 6,765 百万円

ＳＭＯ 6,355 百万円 

その他  410 百万円 

8,500 百万円 

ＳＭＯ 7,200 百万円  

ＣＲＯ 1,100 百万円  

新規事業 200 百万円  

10,000 百万円

8,000 百万円 

1,500 百万円 

500 百万円 

連結営業利益 1,141 百万円 1,350 百万円 1,640 百万円

連結純利益 623 百万円 750 百万円 890 百万円

売上高営業利益率 16.9％ 15.8％ 16.4％

ＲＯＥ 

(株主資本利益率) 

14.1％ 14.4％ 15.0％

※ＳＭＯ事業における受注動向やＣＲＯ事業の体制整備の遅れ等から、連結売上高 100 億円の

達成は、従来計画より１～２年程度遅れる見込みです。そのため、計画最終年度（平成 27

年７月期）に達成すべき計数目標を改定しております。 

綜合臨床グループ 
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５．中期経営戦略 

経営目標を達成するため、以下の通り、事業成長・拡大のためのメイン戦略とこれ

を支えるサブ戦略を策定し、具体的な施策を遂行して参ります。 

 

（１）メイン戦略：事業成長・拡大戦略 

① ＳＭＯ事業の拡大 

国の政策や製薬会社の開発動向を見据えながら、生活習慣病を中心とする当社

グループが従来より得意とする領域のみならず、がんや中枢神経系等の難治性

疾患領域の治験、あるいは国際共同治験にも対応できる体制の強化を図り、寡

占化が進む市場における大手の一角として受注拡大を目指します。具体的には、

営業体制の再編、地域性や専門性を重視した提携医療機関の戦略的な開拓、教

育研修の充実、業務品質の向上等に取り組み、効率的で付加価値の高いサービ

スの提供により、業界トップを目指して参ります。 

 

② ＣＲＯ事業（大規模臨床研究・製造販売後調査）の収益源化 

近年拡大成長が見られる臨床研究、医師主導型治験及び製造販売後調査を対象

とするＣＲＯ事業を、当社グループにおけるコア事業の一つとして早期に成長

させるべく取り組んで参ります。臨床研究の支援については、業界各社がその

事業化に取り組んでいる現状ですが、当社グループでは、各セクションにスペ

シャリストを配置し、研究水準に適合した試験デザインの提案、その実施、論

文作成、試験全体のコーディネート等、臨床研究のプロセス全体に対して付加

価値の高い支援サービスが提供できる体制を整えることによって差別化を図

り、臨床研究支援のリーディングカンパニーとなることを目指して参ります。

これを実現するために、当社グループのＳＭＯ企業とも緊密に連携し、従来に

ない新たなビジネスモデルを構築することで、効率的な支援サービスが提供で

きる体制を整えて参ります。 

 

③ その他 

既存事業の規模拡大・成長及び新規事業の立ち上げのため、Ｍ＆Ａ戦略を積極

的に推進して参ります。また、周辺事業、新規事業の育成をスピードアップさ

せるため、国内外を問わず、新たなパートナーとの連携も積極的に模索して参

ります。 
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≪グループ各社の連携強化と当社グループ事業の新たな捉え方≫ 

これまで、当社グループでは、「ＳＭＯ事業」と「その他の事業」とに事業

分野を分け、グループ各社がそれぞれの役割を担って事業を展開して参りま

した。今後は、グループ各社間の緊密な連携を図ることにより、こうした区

分に加え、新たに事業横断的な視点から事業を捉えて戦略的な展開を図って

参る考えです。 

 具体的には、「治験支援事業」と「臨床研究支援事業」という新たな視点

を追加し、グループ内における経営資源投入の最適化と効率化を図り、経営

目標や長期経営ビジョンの実現を目指します。 

 

 

 

 

（当社グループの事業区分） 

Ｓ

Ｍ

Ｏ 

 

そ

の

他 

 

 

 

（事業横断的な新たな視点の追加） 

 

Ｓ

Ｍ

Ｏ 

 

そ

の

他 

 

 

 

 

綜合臨床 

メデフィ 

あすも臨床

薬理研究所

綜合臨床 

メデフィ 

あすも臨床

薬理研究所

治験支援事業 臨床研究支援事業

 連
携

綜合臨床サイエンス 

綜合臨床サイエンス
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（２）サブ戦略：メイン戦略の実現をサポートする戦略 

① 人材戦略 

企業ステージの変化にスムーズに対応するための強固な組織基盤の構築、優

秀な人材の確保と育成を図ります。また、ワークライフバランスに配慮し、

ダイバーシティ（多様性）を重視した諸制度を積極的に導入し、女性が活躍

する組織を構築します。 

 

② ＩＴ戦略 

ＩＴ基盤の強化により、業務の効率化や革新を図るとともに、ＩＴを活用し

た周辺事業、新規事業の創出を目指します。 

 

③ 管理・統制・統合（Management, Control & Integration）強化戦略 

間接部門の戦略的機能強化のため、管理・統制に加え、戦略全体が機能する

ための統合を図る機能を持株会社に持たせ、経営目標の実現をサポートしま

す。 

 

以上 

 

（注）本公表文中、中期経営計画における将来予想につきましては、現時点で入手可能な情報に

基づき想定・算定したものであり、実際の業績は様々な要因によりこれら予想と異なる可

能性があります。 

 


